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★
以
下
、(

 
)

は
著
者
、[

 
]

は
訳
者
に
よ
る
。[

 
]

内
の
記

述
は
主
に
隅
谷
三
喜
男
著
『
片
山
潜
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
〇
年
刊
）
所
収
の
「
片
山
潜
年
譜
」
を
参
照
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

赤
い
月
是
は
誰
の
じ
や
子
ど
も
達
（
一
茶
） 

 
 

 
 

野
ざ
ら
し
を
心
に
風
の
沁
む
身
か
な
（
芭
蕉
） 

   

こ
れ
か
ら
記
す
こ
と
が
奇
妙
な
思
い
出
で
あ
る
と

は
自
覚
し
て
い
る
が
、
起
き
て
し
ま
っ
た
事
は
ど
う
仕

様
も
な
い
。
も
う
十
年
以
上
も
以
前
、
モ
ス
ク
ワ
郊
外

で
或
る
精
神
病
院
の
見
学
ツ
ァ
ー
が
あ
っ
た
（
そ
ん
な

ツ
ァ
ー
も
あ
っ
た
の
だ
）
。
そ
の
際
に
、
私
は
そ
の
病

院
の
敷
地
内
の
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
堂
に
立
ち
寄
っ
た
。

丁
度
、
あ
く
せ
く
と
し
た
修
復
作
業
の
真
っ
最
中
だ
っ

た
。
濛
々
と
埃
が
立
ち
上
り
、
天
井
か
ら
は
不
潔
な
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
製
の
シ
ー
ト
が
垂
れ
下
が
り
、
床
に
は
建

築
用
資
材
そ
の
他
か
ら
の
ゴ
ミ
が
一
面
に
犇
め
き
合

っ
て
い
た
。
聖
堂
内
の
隅
々
か
ら
現
場
労
働
者
が
搔
き

集
め
た
も
の
だ
。
こ
こ
は
ソ
ビ
エ
ト
時
代
に
は
再
三
、

改
築
さ
れ
、
そ
の
都
度
そ
の
使
命
が
変
更
と
な
っ
た
。 

 

さ
て
私
は
堆
積
す
る
ゴ
ミ
の
中
に
白
い
歪
ん
だ
薄

板
を
目
に
し
た
。
奇
妙
な
模
様
が
あ
っ
た
。
手
に
取
っ

て
持
ち
上
げ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
骨
だ
っ
た
（
牛
の
肩

胛
骨
か
も
し
れ
な
い
。
肉
屋
な
ら
ぬ
我
が
身
に
は
知
る 

   

由
も
な
い
が
）
。
骨
面
に
は
筆
で
書
か
れ
た
日
本
語
の

漢
字
が
あ
っ
た
。
一
部
は
擦
り
切
れ
て
お
り
、
一
部
は

見
慣
れ
ぬ
文
字
で
あ
る
。
全
体
の
意
味
は
す
ぐ
に
把
握

す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
何
か
の
詩
句
な

の
か
も
知
れ
な
い
と
推
測
し
た
ば
か
り
だ
。
こ
の
掘
り 

               

出
し
物
の
写
真
を
撮
っ
て
、
現
物
は
博
物
館
の
学
芸
員 

に
渡
し
、
写
真
の
方
を
日
本
文
学
の
専
門
家
に
見
せ
る

と
、
彼
氏
は
こ
う
請
け
合
っ
た
。 

「
仰
る
通
り
、
詩
句
で
す
よ
。
し
か
も
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
も
の
で
は
な
く
所
謂
「
新
体
詩
」
の
類
い
で
、
反
戦 

   

的
な
内
容
だ
。
お
そ
ら
く
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年

代
に
か
け
て
の
も
の
で
し
ょ
う
」 

 

骨
面
に
書
き
込
ま
れ
た
こ
の
詩
句
の
あ
り
得
べ
き

著
者
は
誰
な
の
か
、
そ
の
詮
索
に
そ
れ
か
ら
の
数
年
を

費
や
し
た
。
現
在
、
高
い
レ
ベ
ル
の
確
率
で
言
え
る
こ

と
は
、
著
者
が
片
山
千
代
［
ち
よ
］
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
だ
。
日
本
共
産
党
の
創
立
者
［
の
一
人
］
片
山

潜
［
せ
ん
］
の
次
女
で
あ
る
。 

 

日
本
の
共
産
主
義
者
の
未
来
の
指
導
者
が
こ
の
世

に
生
れ
た
の
は
一
八
五
九
［
安
政
六
］
年
の
こ
と
、
東
京

か
ら
遠
く
離
れ
た
所
［
現
在
の
岡
山
県
］
の
農
民
の
出
身

で
、
幼
名
は
藪
木
菅
太
郎
［
や
ぶ
き
・
す
が
た
ろ
う
］
と

言
っ
た
。
十
九
歳
の
時
［
一
八
七
八
年
］
、
跡
取
り
の
い

な
い
片
山
家
の
養
子
に
出
さ
れ
、
当
時
の
仕
来
り
通
り
、

名
前
を
変
更
し
た
。
こ
う
し
て
同
時
に
徴
兵
を
逃
れ
た 

の
だ
。
し
ば
ら
く
し
て
［
一
八
八
一
年
］
潜
は
上
京
し
印

刷
所
に
就
職
し
た
が
、
八
年
後
に
は
太
平
洋
を
渡
る
［
正

し
く
は
上
京
か
ら
三
年
後
の
一
八
八
四
年
の
十
一
月
に
横
浜
を

出
航
、
翌
十
二
月
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
］
。 

 

ア
メ
リ
カ
合
州
国
で
は
ま
ず
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
す

る
［
一
八
九
二
年
六
月
グ
リ
ン
ネ
ル
大
学
（
現
ア
イ
オ
ワ
大
学
）

卒
］
。
そ
れ
か
ら
、
神
学
の
研
究
を
始
め
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
に
な
る
ほ
ど
の
熱
中
ぶ
り
を
示
し
た
。
最
も
権
威

あ
る
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
入
学
し
［
一
八
九
五
年
六
月
に
同

大
学
神
学
部
卒
］
、
突
如
と
し
て
社
会
主
義
者
に
変
貌
す

骨
面
上
の
反
戦
詩 

 
 

Ａ
・
ク
ラ
ー
ノ
フ
（
訳
・
村 

野  

克 

明
） 
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る
［
潜
が
社
会
問
題
へ
の
関
心
を
強
め
る
の
は
グ
リ
ン
ネ
ル
大

学
時
代
］
。 

 

片
山
が
日
本
に
戻
る
の
は
一
八
九
六
［
明
治
二
十
九
］

年
の
こ
と
で
、
そ
の
頃
に
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

事
業
の
た
め
の
経
験
豊
富
な
闘
士
と
な
っ
て
い
た
。
労

働
組
合
を
作
り
、
宣
伝
活
動
を
行
な
い
、
論
文
を
執
筆

し
、
［
一
九
〇
一
年
五
月
に
は
］
社
会
民
主
党
の
創
立
者

の
一
人
と
な
っ
た
が
、
こ
の
政
党
は
直
ち
に
日
本
政
府

に
よ
っ
て
結
社
が
禁
止
さ
れ
た
。 

 

［
そ
の
後
一
九
〇
三
年
十
二
月
横
浜
出
航
、
翌
〇
四
年
一
月

シ
ア
ト
ル
到
着
。
同
年
八
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に

出
発
し
て
］
一
九
〇
四
年
［
八
月
］
、
片
山
は
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
で
の
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
第

六
回
大
会
で
、
副
議
長
に
選
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
、

同
時
に
選
ば
れ
た
の
が
、
地
球
規
模
の
労
働
運
動
の

「
星
」
で
あ
る
ゲ
オ
ー
ル
ギ
ー
・
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
［
一

八
五
六
～
一
九
一
八
］
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
大
会
の
終
了
後
、
片
山
は
［
同
〇
四
年
九
月
に
三

度
目
の
］
渡
米
を
し
、
再
び
米
国
で
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を

始
め
る
の
だ
が
、
今
度
は
社
会
民
主
主
義
の
活
動
の
ほ

か
に
、
日
本
文
化
の
宣
伝
に
も
努
め
た
。
柔
術
で
あ
る
。

そ
の
或
る
流
派
の
後
継
者
と
し
て
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で

の
米
国
社
会
党
大
会
で
は
、
喜
ん
で
柔
術
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
護
身

術
は
す
ぐ
に
モ
ー
ド
と
な
っ
た
。 

 

そ
れ
に
続
く
十
四
年
間
［
正
し
く
は
十
七
年
間
］
、
こ

の
ス
ポ
ー
ツ
重
視
型
の
革
命
家
は
或
る
時
は
米
国
で
、

或
る
時
は
日
本
で
、
或
る
時
は
他
の
国
々
で
、
こ
れ
は

勿
論
、
彼
氏
に
臨
時
の
避
難
所
を
提
供
す
る
こ
と
に
合

意
し
た
国
の
こ
と
だ
が
、
そ
う
し
た
国
々
で
生
活
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
一
八
年
［
正
し
く
は
一
九
二

一
年
］
［
同
年
十
一
月
に
メ
キ
シ
コ
を
出
発
し
、
米
国
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
を
経
由
し
て
］
、
片
山
は
、
世
界
で
初
め
て

社
会
主
義
革
命
を
勝
利
さ
せ
た
国
、
即
ち
、
Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｓ

Ｒ
［
ロ
シ
ア
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
社
会
主
義
共
和
国
］
へ
と
、
最

終
的
な
渡
航
を
果
た
し
た
。 

 

モ
ス
ク
ワ
で
の
片
山
潜
は
す
ぐ
に
党
建
設
の
活
動

に
参
加
し
、
組
織
さ
れ
た
ば
か
り
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
［
共

産
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
］
に
入
り
、
ま
も
な
く
そ
こ

の
執
行
委
員
会
の
幹
部
会
会
員
に
さ
せ
ら
れ
た
。
一
九

二
二
［
大
正
十
一
］
年
に
は
日
本
共
産
党
の
創
立
者
の
一

人
と
な
っ
た
。
実
際
に
は
日
本
共
産
党
は
創
立
の
日
か

ら
日
本
政
府
と
の
過
酷
な
対
立
の
渦
中
に
あ
っ
た
が
、

片
山
は
そ
う
し
た
現
実
は
話
に
聞
く
ば
か
り
だ
っ
た
。

長
ら
く
ソ
連
邦
を
離
れ
ず
に
い
て
、
日
本
に
戻
ら
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
帰
国
す
る
の
は
余
り
に

も
危
険
な
こ
と
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
。 

 

初
め
片
山
は
ス
ト
ラ
ス
ナ
ヤ
広
場
に
あ
る
東
洋
勤

労
者
共
産
主
義
大
学
［
ク
ー
ト
ベ
］
で
学
び
、
そ
の
後
、

同
校
で
教
え
た
。
祖
国
の
同
僚
へ
は
、
党
務
に
関
す
る

勧
告
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
同
志
か
ら
の
熱
烈
な
挨
拶
と
を

伝
え
た
。
そ
し
て
、
高
齢
化
と
健
康
悪
化
に
も
拘
わ
ら

ず
、
格
闘
技
の
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
（
或
る
時
はО

Ｇ
Ｐ
Ｕ
［
ソ
連
人
民
会
議
付
置
「
統
合
国
家
保
安
管
理
局
」
］

の
中
央
ク
ラ
ブ
に
於
て
も
「
東
洋
民
族
大
学
の
日
本
人

学
生
グ
ル
ー
プ
が
、
防
御
と
攻
撃
の
方
法
と
し
て
、
真

の
日
本
格
闘
技
、
即
ち
、
所
謂
柔
術
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
」
）
。 

 

以
下
、
当
時
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
勤
務
し
そ
の
指
導
者

の
一
人
の
妻
で
あ
っ
た
ア
イ
ノ
・
ク
ー
シ
ネ
ン
［
一
八

八
六
～
一
九
七
〇
］
の
回
想
録
か
ら
引
用
し
て
お
く
。 

 

「
日
本
共
産
党
を
モ
ス
ク
ワ
で
代
表
し
て
い
る
の
が

片
山
潜
だ
っ
た
。
善
良
な
老
人
だ
が
「
必
要
な
際
に
黙

っ
て
い
る
」
こ
と
が
ま
る
で
出
来
な
か
っ
た
。
二
度
ほ

ど
特
別
な
任
務
で
国
外
へ
派
遣
さ
れ
た
が
、
す
ぐ
に
、

片
山
は
こ
う
し
た
秘
密
の
任
務
に
は
不
向
き
で
あ
る
と

判
明
し
、
彼
を
モ
ス
ク
ワ
に
留
め
お
く
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。
」 

 

剃
刀
の
刃
の
よ
う
な
舌
鋒
を
有
す
る
こ
の
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
女
性
が
片
山
に
つ
い
て
下
し
た
「
勤
務
評
定

書
」
の
如
き
文
章
を
読
ん
で
み
る
と
（
こ
の
女
性
は
そ

の
回
想
録
の
中
で
他
者
に
対
し
て
往
々
に
し
て
酷
く

辛
辣
な
の
だ
が
）
、
ま
る
で
、
漢
字
が
書
か
れ
た
骨
片

を
私
が
発
見
し
た
、
ま
さ
に
そ
の
精
神
病
院
で
作
成
さ

れ
た
診
断
書
か
何
か
を
読
ん
で
い
る
、
と
い
う
錯
覚
に

捉
わ
れ
そ
う
に
な
っ
て
く
る
。
と
は
言
え
、
潜
自
身
が

精
神
病
院
に
入
院
し
た
こ
と
は
な
い
。 

 

 

片
山
は
二
度
、
結
婚
し
た
。
［
一
八
九
七
年
十
一
月
の

横
塚
フ
デ
（
一
八
七
七
～
一
九
〇
三
）
と
の
］
最
初
の
結
婚

で
は
娘
の
安
子
［
一
八
九
九
～
一
九
八
八
］
と
息
子
の
幹

一
［
か
ん
い
ち
］
［
一
九
〇
一
～
一
九
二
二
］
と
を
儲
け
た
。

後
者
に
つ
い
て
は
我
々
に
は
殆
ど
知
る
所
が
な
い
、
こ

の
青
年
が
酒
が
強
か
っ
た
と
い
う
以
外
は
。
原
と
い
う

姓
の
女
性
［
原
た
ま
］
［
一
八
七
四
～
一
九
三
八
］
と
の
［
一
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九
〇
七
年
五
月
の
］
第
二
の
結
婚
で
は
娘
が
授
か
り
、
千

代
子
（
千
代
）
［
一
九
〇
八
～
一
九
四
六
］
と
い
う
名
が

与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
の
初
め
［
千
代

の
方
は
一
九
二
九
年
七
月
に
］
、
娘
た
ち
は
ソ
連
邦
の
父
親

の
元
へ
や
っ
て
来
た
。 

 

再
び
、
ア
イ
ノ
・
ク
ー
シ
ネ
ン
の
文
章
か
ら
引
用
す

る
。 

 

「
ヘ
イ
モ
［
一
八
九
四
～
一
九
三
八
］
（
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

の
勤
務
員
。
―
―
引
用
者
註
）
は
或
る
時
、
た
ま
た
ま
、

片
山
の
部
屋
に
す
で
に
数
か
月
も
、
片
山
の
娘
と
称
す

る
若
い
日
本
人
女
性
が
御
客
と
し
て
住
み
つ
い
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。
誰
だ
か
が
片
山
の
個
人
フ
ァ
イ
ル
を

覗
き
見
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。
片
山
が
未
婚
で
あ
る

と
知
れ
た
。
ヘ
イ
モ
は
友
と
友
と
し
て
の
会
談
へ
と
片

山
を
招
待
し
た
。
す
る
と
潜
老
人
は
以
下
の
よ
う
な
説

明
を
し
た
。 

 

『
私
は
妻
の
こ
と
を
言
及
す
る
必
要
は
認
め
て
い
な

か
っ
た
。
何
故
な
ら
、
私
は
両
親
の
断
っ
て
の
願
い
で

結
婚
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
妻
と
の
生
活
は
極
く
短
い

も
の
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
娘
が
生
ま
れ
た

の
は
私
が
日
本
を
去
っ
た
後
の
こ
と
で
、
今
回
、
日
本

共
産
党
が
親
切
に
も
、
そ
の
娘
の
た
め
に
、
私
の
所
へ

来
る
た
め
の
旅
費
を
工
面
し
て
く
れ
た
』 

 

だ
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
日
本
で

調
査
し
て
み
る
と
、
驚
い
た
こ
と
に
日
本
共
産
党
は
片

山
の
娘
の
こ
と
な
ど
何
一
つ
知
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

娘
を
モ
ス
ク
ワ
へ
送
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
お
ま
け
に
、

ご
く
早
婚
の
片
山
の
妻
に
は
娘
な
ど
生
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。 

 

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
と
っ
て
事
態
は
微
妙
な
も
の
と
な

っ
た
。
明
白
な
の
は
、
こ
の
片
山
の
所
に
い
る
女
性
が

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
秘
密
を
探
り
出
す
た
め
に
日
本
の
秘

密
警
察
に
よ
っ
て
送
り
込
ま
れ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
。

し
か
し
、
も
し
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
彼
女
を
拘
束
す
る
な

ら
ば
、
Ｇ
Ｐ
Ｕ
［
国
家
保
安
管
理
局
］
は
そ
の
迂
闊
さ
加

減
を
非
難
し
、
監
視
を
強
化
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
一
体

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
窮
余
の
一
策
と
し
て
採
ら
れ

た
の
が
、
余
り
騒
ぎ
立
て
ず
に
「
娘
」
を
日
本
へ
と
送

り
返
す
、
と
い
う
措
置
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
際
、
彼

女
自
身
に
も
、
片
山
潜
に
も
、
何
一
つ
説
明
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
」 

 

以
上
、
「
世
界
革
命
の
参
謀
本
部
」
を
支
配
し
た
こ

の
前
代
未
聞
の
ゴ
タ
ゴ
タ
で
は
、
初
歩
的
な
人
事
管
理

が
こ
の
「
将
校
団
」
に
対
し
て
さ
え
為
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
で
も
ア
イ
ノ
・

ク
ー
シ
ネ
ン
の
回
想
録
が
貴
重
な
の
は
、
こ
の
最
重
要

の
日
本
人
共
産
主
義
者
の
末
娘
へ
の
言
及
が
あ
る
こ

と
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
千
代
が
初
め
て
ソ
連
邦
に
や

っ
て
来
た
の
は
一
九
二
八
年
か
二
九
年
か
［
正
し
く
は
二

九
年
七
月
］
で
あ
り
、［
そ
の
後
、
日
本
へ
送
り
返
さ
れ
］
又
、

［
ソ
連
へ
］
千
代
は
戻
っ
た
の
で
あ
る
。
姉
の
安
子
の
方

は
、
も
っ
と
後
に
な
っ
て
、
父
の
死
［
一
九
三
三
年
十
一

月
五
日
］
の
す
ぐ
前
の
一
九
三
二
年
［
正
し
く
は
一
九
三
一

年
四
月
］
に
、
モ
ス
ク
ワ
に
現
わ
れ
た
。
一
方
、
千
代

の
診
療
録
［
カ
ル
テ
］
に
は
、
［
千
代
は
］
「
一
九
三
〇

年
に
ソ
連
へ
移
住
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
片
山
千
代
に
は
十
分
に
、
あ
の
反

戦
詩
を
（
何
故
だ
か
牛
の
肩
胛
骨
に
）
書
き
付
け
る
機

会
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ど
う
し
て
そ
の
後
、
病
院

内
の
キ
リ
ス
ト
教
聖
堂
か
ら
そ
れ
が
出
て
来
た
の
か

は
、
不
可
思
議
な
の
だ
け
れ
ど
も
。
そ
の
カ
ル
テ
で
は
、

こ
の
日
本
共
産
党
の
創
立
者
の
一
人
の
娘
に
つ
い
て
、

医
学
的
観
点
か
ら
こ
う
性
格
付
け
ら
れ
て
い
る
、
「
生

き
生
き
と
し
て
い
て
、
人
付
き
合
い
の
良
い
、
陽
気
な

人
物
で
あ
る
」
と
。
安
子
と
千
代
の
言
い
分
で
は
、
そ

の
家
系
で
は
誰
一
人
、
精
神
病
を
患
っ
た
者
は
い
な
か

っ
た
。
だ
が
、
運
命
は
末
娘
を
唯
一
の
悲
し
き
例
外
と

し
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
父
親
の
嵐
の
如
き
革
命
活

動
が
挙
げ
ら
れ
得
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

す
で
に
ソ
ビ
エ
ト
ロ
シ
ア
へ
渡
る
以
前
に
潜
は
妻

［
た
ま
］
と
離
婚
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
［
正
し
く
は
訪

ソ
以
後
の
一
九
二
三
年
三
月
に
岩
崎
清
七
、
石
橋
湛
山
の
仲
介

で
形
式
上
、
離
婚
］
。
こ
の
よ
う
に
し
て
日
本
の
反
共
主

義
者
の
攻
撃
か
ら
彼
女
を
守
ろ
う
と
し
た
の
だ
。
彼
女

は
旧
姓
の
「
原
」
を
残
し
た
。
だ
か
ら
、
娘
の
千
代
は

ソ
ビ
エ
ト
の
公
文
書
で
は
「
片
山
＝
原
千
代
」
で
通
っ

て
い
る
。
千
代
は
中
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
、

さ
ら
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
学
校
を
卒
業
し
た
。
し
か

し
ど
ん
な
に
姓
を
変
え
て
も
、
警
察
の
眼
か
ら
そ
の
出

自
を
隠
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
の

軍
国
主
義
の
日
本
で
は
、
共
産
主
義
者
の
娘
で
あ
る
こ

と
は
、
あ
ん
ま
り
有
難
く
も
な
い
運
命
だ
っ
た
。
「
よ

ろ
し
く
な
い
」
ば
か
り
で
な
く
、
致
命
的
に
危
険
な
こ

と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
左
翼
陣
営
に
対
す
る
弾
圧
は
年
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ご
と
に
過
酷
さ
を
増
大
さ
せ
て
、
一
九
三
〇
年
頃
に
は
、

日
本
共
産
党
は
実
際
に
悉
く
壊
滅
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

数
千
人
の
党
員
が
下
獄
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
家
族
ら
は
、

菊
の
紋
章
の
玉
座
に
対
し
て
一
枚
岩
的
な
愛
情
を
抱

く
日
本
社
会
の
中
で
、
卑
し
め
ら
れ
辱
め
ら
れ
る
成
員

と
な
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
心
理
的
な
圧
迫
に
耐
え
る
こ
と
が
出

来
ず
に
（
「
権
力
側
か
ら
の
迫
害
に
晒
さ
れ
て
」
と
公

文
書
で
は
公
式
化
さ
れ
て
い
る
が
）
、
千
代
は
モ
ス
ク

ワ
の
父
の
元
に
駆
け
付
け
た
の
だ
、
ほ
と
ん
ど
知
る
所

の
な
い
父
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
が
。
だ
が
、
第
一
次
五

ヶ
年
計
画
［
一
九
二
八
～
一
九
三
二
］
の
時
代
に
ソ
ビ
エ

ト
の
首
都
で
ま
さ
に
こ
う
し
た
若
い
女
性
が
生
活
す

る
、
と
い
う
の
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
「
よ
り
容
易
な

こ
と
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
正
反
対
の
こ
と
だ
っ
た
。

彼
女
に
対
し
て
は
「
日
本
の
ス
パ
イ
で
は
な
い
の
か
」

と
い
う
嫌
疑
が
働
き
、
事
実
上
、
ソ
連
か
ら
密
か
に
日

本
へ
と
連
れ
出
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
突
如
、
又
、
ソ
連

に
戻
っ
て
来
て
も
、
そ
の
嫌
疑
が
晴
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
彼
女
は
ロ
シ
ア
語
が
わ
か
ら
ず
、
仕
事
先
と
し

て
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
当
て
に
出
来
る
だ
け
だ
っ
た
。

だ
が
、
勤
務
以
外
の
場
で
は
、
誰
と
付
き
合
っ
た
ら
よ

い
の
か
。
カ
ル
テ
曰
く
「
生
き
生
き
と
し
て
い
て
、
人

付
き
合
い
の
よ
い
、
陽
気
な
人
物
」
で
あ
る
千
代
は
急

速
に
意
気
消
沈
し
、
「
神
経
質
で
頑
固
な
」
女
性
へ
と

様
変
わ
り
し
て
し
ま
っ
た
。
出
版
所
の
タ
イ
ピ
ス
ト
と

し
て
働
き
、
ロ
シ
ア
語
を
学
ん
で
い
た
が
、
精
神
が
負

荷
に
耐
え
な
い
状
態
が
進
行
し
、
遂
に
は
、
持
前
の
頑

固
さ
が
今
や
、
無
気
力
・
無
関
心
へ
と
交
替
し
て
し
ま

っ
た
。
同
じ
く
［
一
九
三
一
年
四
月
に
］
モ
ス
ク
ワ
に
や

っ
て
来
た
安
子
と
も
特
に
打
ち
解
け
る
、
と
い
う
こ
と

が
な
か
っ
た
。
こ
の
姉
は
千
代
よ
り
も
九
歳
も
年
上
で

あ
り
、
父
を
通
し
て
の
み
血
が
繋
が
っ
て
い
た
。
し
か

も
す
で
に
世
界
の
半
分
を
も
乗
り
回
し
て
来
て
い
た
。

こ
の
安
子
の
到
着
後
し
ば
ら
く
し
て
彼
女
ら
の
父
は

七
十
歳
の
境
を
越
え
、
健
康
上
の
異
変
を
感
じ
出
し
、

恒
常
的
に
病
院
と
か
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
治
療
を
受
け

る
身
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
三
三
年
十
一
月
［
五
日
］

に
逝
去
し
た
。
そ
の
骨
壺
は
、
ク
レ
ム
リ
ン
の
壁
へ
と
、

ソ
ビ
エ
ト
国
家
の
指
導
者
ら
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
が
、

そ
の
中
に
は
ス
タ
ー
リ
ン
も
含
ま
れ
て
い
た
。
末
娘
の

生
活
は
闇
と
恐
怖
の
中
へ
と
入
っ
て
行
っ
た
。 

 

ソ
連
で
自
立
し
て
生
活
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
千
代
に
は
ま
る
で
備
え
が
な
か
っ
た
。
誰
一
人
、
彼

女
を
守
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
か
っ
た
、
同
胞
［
日
本

人
］
か
ら
、
の
こ
と
だ
が
。
モ
ス
ク
ワ
で
の
日
本
人
デ

ィ
ア
ス
ポ
ラ
［
離
散
日
本
人
社
会
］
は
、
片
山
と
い
う
指

導
者
を
失
う
や
、
そ
の
地
位
と
、
同
様
に
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
か
ら
の
生
活
資
金
と
を
求
め
る
死
闘
が
始
ま
っ
た
。

主
な
、
否
、
実
際
に
は
唯
一
の
、
闘
争
手
段
と
な
っ
た

の
は
、
密
告
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
に
関
連
す

る
資
料
が
今
後
も
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
か
ら
見
つ
か
る
だ

ろ
う
が
、
今
の
所
は
こ
う
仮
定
し
て
お
こ
う
、
「
真
っ

先
に
、
片
山
潜
の
娘
が
二
人
と
も
誹
謗
中
傷
の
矢
面
に

立
た
さ
れ
た
の
だ
」
と
。
［
父
の
死
後
］
ほ
と
ん
ど
す
ぐ

の
一
九
三
四
年
、
千
代
に
幻
聴
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て

彼
女
は
初
め
て
精
神
病
院
に
入
っ
た
。
診
断
の
結
果
、

統
合
失
調
症
だ
と
判
明
し
た
。
三
か
月
間
、
集
中
的
な

治
療
が
為
さ
れ
、
相
反
的
な
結
果
が
齎
さ
れ
た
。
即
ち
、

幻
聴
は
消
え
た
け
れ
ど
も
、
生
気
と
か
好
奇
心
、
生
き

る
希
望
と
か
の
最
後
の
残
滓
も
消
え
去
っ
た
の
だ
。
千

代
は
何
と
か
自
己
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
べ
く
働
き
続

け
た
。
だ
が
、
他
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
自
宅
で
の
引
き

籠
も
り
に
精
を
出
し
た
の
で
あ
る
。 

 

一
九
三
六
年
十
一
月
か
ら
彼
女
の
状
態
は
悪
化
し
、

再
入
院
に
至
っ
た
。
退
院
は
そ
れ
か
ら
、
少
な
く
と
も

二
、
三
か
月
経
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
カ
ル
テ
に
は
そ
の

経
過
に
つ
い
て
説
明
が
何
も
な
い
。
他
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
を
探
す
必
要
が
あ
ろ
う
。 

 

こ
れ
は
余
り
明
白
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
日
本
で
か
、

あ
る
い
は
ソ
連
邦
で
、
千
代
は
同
郷
人
と
結
婚
し
て
い

る
。
相
手
は
東
京
出
身
の
伊
藤
政
之
助
と
言
い
、
竹
内

と
い
う
姓
で
モ
ス
ク
ワ
で
生
活
し
て
い
た
。
か
な
り
若

い
（
一
九
〇
八
年
東
京
生
の
）
伊
藤
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

［
離
散
日
本
人
社
会
］
に
と
っ
て
は
重
要
な
職
務
に
就
い

て
い
た
。
「
ソ
連
外
国
労
働
者
出
版
所
」
の
日
本
人
部

の
部
長
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
千
代
も
同
じ
部
の
メ
ン
バ

ー
に
数
え
ら
れ
る
）
。
出
版
は
重
要
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

の
手
段
で
あ
る
が
、
党
の
創
立
者
［
の
一
人
］
と
伊
藤
が

近
親
関
係
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
ラ
イ
バ
ル
た
ち

に
と
っ
て
は
、
事
態
を
危
険
な
レ
ベ
ル
に
至
ら
し
め
る

こ
と
だ
っ
た
。
日
本
人
の
共
産
主
義
者
の
努
力
は
一
方

向
へ
集
中
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
［
一
九
三
六
年
］
十
一
月

二
十
五
日
に
伊
藤
は
虚
偽
の
告
発
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
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れ
た
。
罪
名
は
「
ス
パ
イ
＝
破
壊
工
作
員
の
テ
ロ
活
動
」

で
あ
る
。
丁
度
そ
の
時
、
彼
の
妻
［
千
代
］
が
精
神
病

院
に
入
院
す
る
。
十
か
月
後
、
伊
藤
は
銃
殺
さ
れ
た
（
直

ぐ
に
続
け
て
、
彼
の
敵
た
ち
の
殆
ど
全
員
も
処
刑
さ
れ

た
）
。
こ
う
し
て
、
希
望
の
光
が
全
く
差
さ
な
い
病
院

で
の
生
活
が
千
代
の
運
命
と
な
っ
た
。 

 

一
九
四
〇
年
か
ら
は
、
千
代
は
一
人
に
し
て
お
く
に

は
危
険
な
状
態
と
な
っ
た
。
幻
聴
が
強
ま
り
、
彼
女
は

自
分
で
自
分
と
話
を
し
始
め
た
。
と
同
時
に
、
多
少
と

も
理
性
的
な
手
紙
を
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
指
導
部
宛
に
書

い
た
。
ダ
モ
イ
、
即
ち
、
自
分
を
日
本
へ
帰
ら
せ
て
ほ

し
い
、
と
。
だ
が
、
そ
の
返
答
と
し
て
は
、
治
療
あ
る

の
み
、
で
あ
っ
た
。
治
療
は
良
心
的
な
も
の
で
、
出
来

る
限
り
の
こ
と
は
為
さ
れ
た
の
だ
が
、
し
か
し
解
放
は

さ
れ
な
か
っ
た
。 

 

一
九
四
一
年
五
月
、
片
山
千
代
は
モ
ス
ク
ワ
郊
外
の

精
神
病
院
に
移
さ
れ
た
。
特
別
隔
離
病
棟
な
ど
を
有
す

る
精
神
病
院
へ
、
で
あ
っ
た
。
そ
の
病
院
こ
そ
は
、
そ

れ
か
ら
七
十
年
後
に
、
私
が
、
漢
字
で
埋
め
尽
く
さ
れ

た
問
題
の
骨
片
を
見
出
し
た
、
ま
さ
に
そ
の
場
所
だ
っ

た
の
で
あ
る
。 

 

［
カ
ル
テ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
］ 

 

「
《
心
理
状
態
に
つ
い
て
》 

明
白
な
意
識
が
あ
る
。

自
分
が
誰
だ
か
分
か
っ
て
い
る
。
意
気
消
沈
し
、
主
体

性
が
な
く
、
不
活
発
で
あ
る
。
い
つ
も
部
屋
の
片
隅
に

同
じ
ポ
ー
ズ
で
坐
っ
て
い
る
。
時
々
、
わ
け
の
わ
か
ら

な
い
笑
み
を
浮
べ
る
か
、
自
分
で
自
分
と
会
話
を
す
る

か
、
し
て
い
る
。
自
閉
症
気
味
で
、
取
っ
つ
き
に
く
い
。

こ
ち
ら
の
質
問
に
は
「
フ
シ
ョ
ー
・
ハ
ラ
シ
ョ
ー
」
［
万

事
Ｏ
Ｋ
］
と
答
え
る
ば
か
り
。
手
仕
事
を
す
る
が
、
こ
れ

は
非
生
産
的
な
も
の
だ
。
」 

 

こ
の
「
手
仕
事
」
の
中
に
、
骨
面
へ
の
反
戦
詩
の
書

き
入
れ
が
含
ま
れ
て
い
た
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
れ
が

片
山
千
代
の
筆
跡
で
あ
る
と
仮
定
し
て
の
話
で
は
あ

る
が
。 

 

一
九
四
六
年
一
月
三
十
日
、
日
本
共
産
党
の
創
立
者

［
の
一
人
］
の
娘
は
、
そ
の
時
に
は
す
で
に
「
生
け
る
屍
」

と
成
り
果
て
て
い
た
が
（
「
穏
や
か
だ
が
、
取
っ
つ
き

に
く
い
。
終
日
、
寝
床
に
い
て
顔
を
蒲
団
で
蔽
っ
て
い

る
」
）
、
他
の
病
院
へ
と
移
送
さ
れ
た
。
少
し
ず
つ
、

も
っ
と
遠
い
所
へ
。
死
に
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
。
さ
ら
に

数
日
、
生
き
抜
い
た
。
姉
の
安
子
の
方
は
、
密
告
、
逮

捕
、
疎
開
に
見
舞
わ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
一
九
八
八

年
ま
で
生
き
通
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
で
逝
去
し
た
が
、
せ

め
て
自
分
の
骨
は
祖
国
の
日
本
に
埋
め
て
ほ
し
い
と

依
頼
し
た
。
彼
女
ら
の
父
親
は
全
世
界
の
労
働
者
の
幸

福
の
た
め
に
闘
争
し
た
の
だ
が
、
自
己
の
勝
利
を
誇
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
我
が
子
の
幸

福
を
さ
え
守
れ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
（
了
） 

  

訳
者
付
記 

【
原
題
】С

ти
х

и
 н

а ко
стя

х
. 

【
初
出
】<

Д
и

л
етан

т>
. А

п
р

ел
ь
 2

0
2

2
. 

［
月
刊
雑
誌
「
デ
ィ

レ
ッ
タ
ン
ト
」
二
〇
二
二
年
四
月
号
の
「
個
人
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」

欄
］ 

 

【
出
典
】
二
〇
二
二
年
十
二
月
に
著
者
か
ら
訳
者
に
送
付
さ
れ

た
ロ
シ
ア
語
原
稿
。 

【
著
者
】
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ク
ラ
ー
ノ
フ
。
一
九
七
〇
年
モ

ス
ク
ワ
生
ま
れ
の
ロ
シ
ア
の
日
本
学
者
。
拙
訳
『
東
京
を
愛
し

た
ス
パ
イ
た
ち
』
（
藤
原
書
店
、
二
〇
一
七
年
一
月
刊
）
の
著

者
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
〇
二
三
年
一
月
十
六
日
、
擱
筆
） 

 


